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�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(じょうやま),城山)�(尼子氏の赤碕城跡)





▴








第二中学校





白鳥ロード








出雲織･





現在の平野部は、古代は海が迫り、風土記時代には沼沢地(道尻)であったため、山陰道は南側山麓を通っていた。





松江へ





207.9








車山





(出雲国風土記) 烽は飛火の意。





非常時に�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(のろし),狼煙)�を上げた施設があった。





安来へ








富田川(飯梨川)は車山の下を流れていたが、江戸時代に起きた大洪水で東の現在地に流れが変わり、富田の町は川底に沈んだ。その後、町は富田川が流れていた堆積地に築かれ、地名が広瀬となった。





中海･島根半島





▴





(�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(あつがきのとぶひ),暑垣烽)�)





▲














文








のき白鳥の里





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(としひろちょう),利弘町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のき),能義)�小学校


　　　　　





荒島へ　　   安来へ





�





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(のかたちょう),野方町)�








道





尻





独松山道標





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(うかしょうちょう),宇賀荘町)�








〒





飯生 








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(のきちょう),能義町)�








�





文








102








�





JA





川





清水寺へ





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さわちょう),沢町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きよいちょう),清井町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(さねまつちょう),実松町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:ＤＦＰ細丸ゴシック体Ｇ" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(のき),能義)�交流センター





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(いなりちょう),飯生町)�





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(いいなしちょう),飯梨町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かんばちょう),神庭町)�








�





102








9





■





鍵尾峠





・








尼子経久の三男、興久が幼少より


城主として居を構えていた館跡地。








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(きよせちょう),清瀬町)�








�





・





飯梨小学校





文








飯


 梨


  川





180








松江藩領と広瀬藩領との境。広瀬藩の参勤交代で通った往還道。その際の藩主の休憩場所(御立場)、役人などが送迎した場所であった。(未整備、通行可能)





賀茂神社





宗見寺





45








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(やたちょう),矢田町)�





南小学校





飯生城跡








宗見寺の裏山。百貫堀･土橋が残っている。


(未整備)





文








最奥の民家。付近を風土記


時代の山陰道が通っていた。





・








■








独松山霊苑





ローソン





大塚･母里へ





・





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(うえだちょう),植田町)�








矢田橋








地蔵堂





折坂一本松碑





妙滝寺








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(はちまん),八幡)��EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(なり),成)�(利弘城跡)








本谷





六性山








・

















京羅木山





・








473.0





･勝山





▲








林道入口








尼子と毛利の戦いでの


戦死者を葬った所。


一本松があった。





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おりさかちょう),折坂町)�








尼子氏の御殿湯


があった。





①





明治初年に六性山三滝


のうち、本谷一の滝の地に教会所を建て、後に妙滝寺と称


し、昭和４２年(1967)に現在地へ移転。滝は消失。





✬








北峰





▲








256





共に、月山富田城を攻撃するため毛利氏が陣地とした山。





▲








▲








イノシシがよく出たことから。





鷹の巣山





355.0








比翼塚跡





本尊は巖倉寺に仮安置





▸





どくしょうざん





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ししあそび),獅子遊)�





月山から奥へ、山々を通る尼子道(間道)が張り巡らされていたが、それは敵方に攻められた際の撤退道でもあり、比婆山･東比田の坊床は後方防衛の重要地であった。





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かきだにちょう),柿谷町)�





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(おおつかちょう),大塚町)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(とりぎちょう),鳥木町)�








�





経久の次男国久の館。





新宮党館跡





横手登山口








別所入口 





安能広域農道








�








�





P








�





正福寺





明治18





�





257





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(だいこうじ),大光寺)�








■





P








✬








見張施設があった。





月山入口





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ふるかわちょう),古川町)�








尼子氏の比婆山参詣道


（尼子道･未確認）





林道入口








大内方との激戦地。


(洞光寺跡附近)








金尾橋








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひゅうがまる),日向丸)�








365.0





2022.3.20作成


作成　





平安時代に藤原景清が月山築城の際、この山で縄張りの大辻(大まかな構想)を考えたという。





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しょうふくじ),正福寺)�








・











独松山歴史マップ(略図)





○数字は登山コース番号(登山マップを参照)





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(ひろせ),広瀬)�








古くから広瀬と吉田との往来で賑わった峠で、昭和の始めごろまで茶店があった。





▲








●








✬








✬








✬








✬








戦後まで使われていた道。


(現在消失)








×





鐘尾峠





危険!!





✬








✬








三角点





320.7





▲





▲








284











中高盛山





尾





・








富田山荘





325








▲








十二所神社





ぶどう園





大堰堤








✬








163








飯生登山口





●





垣飯場登山口








安来市





④





吉田交流センター








旧田んぼ道で


雑草茂る。





✬








金 





尼子方と毛利方の富田城攻防での戦火を避けるため、観音寺住職が本尊をこの穴に隠した。奈良時代初期に開基。昭和２８年廃寺となり、本堂は安来に移築された。





✬








観音寺跡(19番札所)





●





・








垣








一田四反拾壱歩 大正12





田寄進碑





●





・








足立美術館





❚








P








越





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(よこて),横手)�





吉田交流センター前





祠跡











❚





新宮橋





○





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かみよしだちょう),上吉田町)�





柿谷は明治～戦後まで宇賀荘村の大字。








吉田八幡宮





③





45








⑤





183.9





■





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なるたき),鳴滝)�　　       �EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ほそい),細井)�  　　　�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(なかだに),中谷)�





横手





♨





広瀬交流センター





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しおたに),塩谷)�





階段状の石垣が奥へ続く、細長い谷間の田んぼ跡。





尼子時代に敵襲を知らせる鐘つき堂があったが、戦いで焼失。広瀬藩主が｢田舎富士｣と愛称し藩邸から眺めた山。独松山山塊の最高峰。





吉


田


川





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かきはんば),垣飯場)�





28 (1953)








吉田周辺の


主な寺院跡･城跡





1. 新造院跡(�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(やまくにのさと),山国郷)�)


2. �EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(まつざき),先前)�(松崎)要害


3. 田中要害


4. 高場(鷹羽)要害


5. 川手要害�6. 甲山城跡


7. 永源寺要害


8. 正福寺城塞群


9. �EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きょうこうじ),教昊寺)�跡(�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(とねのさと),舎人郷)�)








新造院･教昊寺


   出雲国風土記の完成は


天平５年(733)？


尼子時代＝戦国時代


　 (15世紀末～


16世紀末)　　　


文政　7 (1824)


天保12 (1841)


明治18 (1885)　　 


大正　5 (1916)


昭和　9 (1934)








//





吉田は富田の裏町として賑わったが、月山富田城の裏手にあたり、後方防衛のための城郭が多かった。尼子氏滅亡後は刀を捨て、この地で農民になった者もいた。





城山





古く、鳴滝には鋳物鍛冶が住み、鳥取県大山寺の梵鐘にその刻銘がある。中谷は富田城内、中谷住の藤田氏が落城後この地に隠れ、帰農して中谷と称し、地名にもなった。








・








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(もり),母里)�へ





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(はくたちょう),伯太町)�











▼








檀原山


(壇原城跡)








�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(えいげんじ),永源寺)�





宇波へ





�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(しんぐう),新宮)�





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(とだ),富田)�





南谷(前谷)





文政7･天保12 





232.9





最奥の民家があった石垣。昭和


９年９月の室戸台風による洪水


被害で、住人は谷を去っている。





304








谷





250





✬








・





右吉田


左札所





独松山











(上高盛山)








独松山





月山





②





❚





●





興国元年(1340)に城が築かれたが、尼子時代に戦略上の理由から飯生城が築かれ、利弘城は放棄されて城下町も消えていった。甲(つめ)ノ丸に城があった。(未整備)





北谷(後谷)





　(所在不明)


)





さぎの湯





♨





大山





安能広域農道（安能トンネル）








境界標石･石碑の文字


一丁地蔵


コバノミツバツツジ


  ４月上･中旬が見ごろ





▲








N





(中高丸)








251








❚








中高丸


公有林界


 


大塚村


能義村・


大字矢田








✬





❚





尼子方の見張所(出丸)があった。





●





大辻山





▲








❚





✬








穴観音(ほら穴)





道の駅








P








高盛山登山口








吉田は明治～戦後まで大塚村の大字。





別所登山口








●





供養塔





飯場入口








✬








友日ヶ丸








▲





金尾谷川





�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ひろせちょう),広瀬町)�








・








・





・








・








▲











・





・








�





2





6





水





⋂





5





4





松平家所有山林 


大正５





横手集会所





275








�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(べっしょ),別所)�





1





公有林界





能義村


宇賀荘村





8





▲








農道入口








(廃屋)








�EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かげ),影)��EQ \* jc2 \* "Font:HGS明朝E" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ひら),平)�








�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(しもよしだちょう),下吉田町)�





■





7





■





■





3





■





■





■





145





・





❚





・











❚








高盛山(下高盛山)





200








▲








�








